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ここで，μは一般平均を表すパラメタ，z。は柘×1の潜在変数で次を満たす：
            亙（2。）＝O， 亙（z．z二）＝〇 一（9≠ん）
            亙（2。名6）；o。（τ）
            亙（zg4）；のg   （9＝1，．．．，G）．
また，γとてはそれぞれプ×1と∫×1未知パラメタベクトルである．このとき，観測変量κの
共分散行列Σ（θ）は
                        c           Σ（θ）＝ノ1o（γ）の。（τ）ノ1o（γ）’十Σコノし（γ）のgノし（γ）’
                        9＝1
となり，ここで









           Z（θ）＝1091Σ（θ）1－1091Sl＋tr［Σ一1（θ）∫1一力
に同値であり，最尤推定量θは
                   MIN Z（θ）
                    θ
の解として定められる．ここで，Sは不偏標本分散行列である．適当た仮定のもとでθは一致
性を有し漸近正規分布する．つまり，
                ＾    工             〃（θ一θ）一→凡（0，（∠’ル1∠）’’）．
ここで
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          ∠一∂・（Σ！θ））， 八一。州Σ（θ）⑧Σ（θ）｝〃





            Ho：Σ＝Σ’（θ），   versus   H1：Σ’＞0
に対する尤度比検定統計量一21ogλにおいては









 一方，Browne（1982．1984），Ty1er（1983）やShapiro and Browne（1987）は正規分布の
拡張として楕円分布をとり上げた．楕円分布においては周辺分布の尖度はすべて等しく，それ
はMardia（1970）による多変量尖度










 （2．2）        η＝trl（工’几）（工’八五）一1｝／m．
ここで，rは4次モーメント行列を表す．次のことが簡単に確かめられる：
                η＝1      for  C∫
                η＝η亙    for  C亙．
従って







             Ho：Σ1。＝0， versus  H11Σ12≠0
であり，尤度比検定統計量は
            一2109λ＝m11og1∫、、1＋1oglS。。1－1ogl∫1｝
と表現される．分布施C∫の下で，すたわち，κ、とκ。が互いに独立に分布するとき，
                       ム 2                  －2109λ一一一→λ〆一冶，左、．
また，κが共通の尖度η瓦を持つ楕円分布に従っているとき，
                        五 。                 一2109λ／η五一一→λが＿冶、島．
となる．いま，（2．2）を使えば，新しいηは
         η＝亙｛（κ、一μ、）’Σ■1（κ、一μ1）（κ。一μ。γ鴉（κ。一μ。）｝／舳。
と表現される．このηを使えば，C∫とC互の両方に対して
                        工  2                 －2109λ／η一一一→ λ〆＿冶，左，．
が成り立つ．
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